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 要  旨 
映画、テレビ、ビデオやDVDといった映像メディアの普及・氾濫に伴い、それを
整理し扱いやすくすることが求められるようになった。これとともに近年のコン
ピュータの能力向上とネットワークの発達によって、映像データの重要性・利用
性が高まってきている。そこで動画像データベースやブラウジングのための研究
が盛んに行われるようになった。しかしそれらは映像を表現としてではなく、単
なるデータとして利用する観点から考えられたものが多く、表現そのものに注目
して分析・研究する場合の支援は考えられていない。一方、メディア教育・研究
の高度化に伴って、表現手法による差異の及ぼす影響を多くの人が理解しなけれ
ばならなくなっている。 
そこで本研究では、このような際に必要となる映像分析の支援を目指し、その
場合に重要な観点となるカメラワークに着目する。基本的なカメラワークである
パンの検出についてどのような手法が適しているのか、多くの技術を実際に適用
してみることで検討した。 
パン検出のための手法は、画像からの移動量検出とパン判定とに分かれる。前
段として相互相関関数、差分絶対値和、アクティブ探索、自己相関関数の各手法
を実装し、どれが最適であるか検討した。また後段では、前段で検出した多数の
移動量ベクトルから真の移動量を見つけ出すために、中央値または最頻値による
推定を行い画面全体の移動量を求めた。それに加えて、手ブレなどによる誤った
パン判定をしないよう、時間軸基準の独自の判定基準を設けた。このような多段
階の過程が適切なシーン判定をすることを示す。 
実験には、自分で撮影した動画や実際のTV番組などを使い、検出精度と計算速
度を確かめた。使用する動画はカラー映像で、処理対象ドットは160×120とした。
 結論としては、精度や計算速度から、移動量検出には差分絶対値和が適してい
るということがわかった。また多数の移動量ベクトルからの推定については、最
頻値よりも中央値の方が頑健で使いやすいと判断された。通常のパンシーンなら
十分に実用に耐えるが、さらなる処理速度の向上、また精度改善のために改良を
続ける必要がある。  
 
 
